
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 度 不納欠損額（円） 過去１０年間の累計額 

０１（平１３） ２,８５４,５３３   ２,８５４,５３３ 

０２（平１４）  ９,１２９,１９６  １１,９８３,７２９ 

０３（平１５） ２９,９４０,８６７  ４１,９２４,５９６ 

０４（平１６） １５,７１０.４５３  ５７,６３５,０４９ 

０５（平１７） ３３,２４７,１２９  ９０,８８２,１７８ 

０６（平１８） ２５,６３６,９０８ １１６,５１９,０８６ 

０７（平１９） ４７,４９４,３６９ １６４,０１３,４５５ 

０８（平２０） ５１,０３０,２８３ ２１５,０４３,７３８ 

０９（平２１） ６４,５０８,７４７ ２７９,５５２,４８５ 

１０（平２２） ５３,４４２,９８０ ３３２,９９５,４６５ 
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国会でも来年度予算の審議が始っています

が、沼田市でも来年度予算の内示が２月上旬

に行なわれる予定です。 
国保税は赤字を理由に２～３年ごとに「値

上げ」が繰り返され、所得の２０％を超える

世帯もあり、悲鳴が上がっています。「滞納」

も増え、徴収できないという「不納欠損額」

も右表のように年々増え（１０年以前は１０

０万円台だった）、累計が３億円を超え、悪循

環になっています。理由はいろいろあります

が、国保税が高すぎることが一番の理由です。 
 

 

 昨年から上川田、宇楚井・原、奈良・秋塚線が復活しました。しかし、利

便性や料金などの問題で利用客は伸び悩んでいるようです。 

 一昨年の「休止」の時には、市内路線バスの総合的な見直しとともに復活

に向けて「デマンド（予約制）方式」を導入する予定でしたが、住民説明会

で「電話をすることが面倒だ」などの意見が出たこと、デマンドでは、「予約」

を受け付け、配車をする人員と設備が必要などの理由で、「予約制」ではなく

従来型の方式で「循環型」も取り入れた路線を復活させましたが。 

 現在、市内の病院の中では、「福祉タクシー」や「送迎車」などで「患者の

通院支援」が行なわれています。それらは皆「予約制」です。経費を押さえ、

利便性を向上させるためには「予約制（デマンド）」の導入はかかせないので

はないでしょうか。 

              また全国では、病院やスーパー、事業所と住 

民・行政が共同し、各々が相応の財政負担もし 

ながら「コミュニティバス」を運行している例 

もあります。沼田市でもバラバラではなく共同 

していくことも必要なのではないでしょうか。      
復活した乗合タクシー 

 介護保険見直しの年です。国

では、「２４時間訪問サービス」

の新設や「家事サービスの縮

減」、介護報酬の１．２％引き

上げなどが決められています

が、国庫負担の増額は無しで、

負担増は結局「保険料」に転嫁

されるのか。これ以上の値上げ

は「絶対阻止！」しましょう。 


